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フィリピンのサンゴ骨格の酸素同位体比とSr/Ca比による中期完新世の南シナ海の
古海洋復元

Mid-Holocene South China Sea Paleoceanographic reconstruction using d18O and Sr/Ca
records of corals from the Philippines coast
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南シナ海は東ユーラシア大陸における降水の主要な水蒸気供給源であるため、東アジアモンスーンの変動を理解する
ための重要な地域である。そこで我々は、南シナ海に面するフィリピンのルソン島およびパラワン島の沿岸部より、現
生および中期完新世の化石のハマサンゴを採取し、成長軸に沿う骨格の酸素同位体比と Sr/Ca比の分析を行って、これら
の地域における古海洋環境復元を試みた。測定の結果、ルソン島とパラワン島の両方で、現生サンゴより中期完新世の
化石サンゴの方が酸素同位体比は大きかったが、Sr/Ca比から復元された海水温は現在と中期完新世でほぼ同じ値を示し
た。これはサンゴ骨格の酸素同位体比の違いが、ほぼそのまま海水の酸素同位体比の違いと見なせ、現在よりも中期完
新世の方が海水の酸素同位体比が大きかったことを示す。完新世を通じて、南シナ海が東ユーラシア大陸における降水
の主要な水蒸気供給源であったとすると、中期完新世の南シナ海では蒸発が活発であったと考えられ、夏の東アジアモ
ンスーンは現在よりも中期完新世の時の方が活動的であったと推定される。


